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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第83期

第１四半期連結
累計期間

第84期
第１四半期連結

累計期間
第83期

会計期間
平成27年４月１日
平成27年６月30日

平成28年４月１日
平成28年６月30日

平成27年４月１日
平成28年３月31日

売上高 （千円） 618,830 664,501 2,680,420

経常利益 （千円） 62,862 47,042 174,919

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 38,079 28,324 101,075

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 55,577 47,655 126,035

純資産額 （千円） 2,274,404 2,370,267 2,344,838

総資産額 （千円） 3,510,132 3,595,998 3,497,126

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 17.98 13.37 47.73

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 62.9 63.9 65.0

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △14,247 △28,162 △5,432

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △15,111 △15,094 △63,800

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 31,652 9,192 10,396

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 254,226 159,030 193,094

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。
 

(1）経営成績の分析

　当社グループの平成29年３月期第１四半期の売上高につきましては、前年同四半期と比較してアンプルの売上は

変わらず順調に推移し、減少していた管瓶の売上も例年の状況に戻ったため昨年実績を上回り、売上高６億６千４

百万円（前年同期比7.4％増）となりました。

　利益面につきましては、売上高は増加しましたが前連結会計年度末に増加した製品在庫の生産調整等を行ったた

め、売上原価で人件費や減価償却費等の固定費の比率が増加し、営業利益３千７百万円（前年同期比29.5％減）、

経常利益４千７百万円（前年同期比25.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益２千８百万円（前年同期比

25.6％減）とそれぞれ減少しました。

 

(2）財政状態の分析

（総資産）

当第１四半期末における総資産は、前連結会計年度末と比較して９千８百万円増加し35億９千５百万円とな

りました。主な要因は、現金及び預金が７百万円及び有形固定資産が１千３百万円減少した一方で、受取手形

及び売掛金(純額)が５千９百万円、商品及び製品が３千３百万円及び投資有価証券が２千万円増加したことに

よるものであります。

（負債）

負債総額につきましては、前連結会計年度末と比較して７千３百万円増加し12億２千５百万円となりまし

た。主な要因は、未払法人税等が２千５百万円減少した一方で、賞与引当金が４千１百万円、長期借入金が３

千１百万円及びその他が１千９百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

純資産総額につきましては、前連結会計年度末と比較して２千５百万円増加し23億７千万円となりました。

主な要因は、利益剰余金が７百万円及びその他有価証券評価差額金が１千６百万円増加したことによるもので

あります。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計

年度末に比べ３千４百万円減少し、当第１四半期連結会計期間末には１億５千９百万円となりました。

　当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は、２千８百万円（前年同四半期は１千４百万円の資金減少）となりました。

これは主に税金等調整前四半期純利益が４千７百万円、減価償却費が１千８百万円及び賞与引当金の増加４千

１百万円があった一方で、売上債権の増加５千９百万円、たな卸資産の増加による支出２千７百万円及び法人

税等の支払５千５百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、１千５百万円（前年同四半期は１千５百万円の資金減少）となりました。

これは主に定期預金の払い戻しによる収入６千２百万円があった一方で、定期預金の預け入れによる支出８千

万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は、９百万円（前年同四半期は３千１百万円の資金増加）となりました。これ

は主に長期借入金の返済による支出４千９百万円、配当金の支払による支出１千６百万円があった一方で、新

規の長期借入金による収入８千万円によるものであります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年８月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,142,000 2,142,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数　100株

計 2,142,000 2,142,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高

（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成28年４月１日～

平成28年６月30日
－ 2,142,000 － 107,100 － 582

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

不二硝子株式会社(E01186)

四半期報告書

 5/17



（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式       24,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式    2,113,100 21,131 －

単元未満株式 普通株式        4,700 － －

発行済株式総数 2,142,000 － －

総株主の議決権 － 21,131 －

（注）　単元未満株式数には、当社所有の自己株式が14株含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数

（株）

他人名義所有
株式数

（株）

所有株式数の
合計

（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

不二硝子株式会社
東京都墨田区文花二丁目

15番９号
24,200 － 24,200 1.12

計 － 24,200 － 24,200 1.12

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平

成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 275,534 267,534

受取手形及び売掛金（純額） ※２ 691,051 ※２ 750,825

有価証券 12,732 8,732

商品及び製品 607,564 641,379

仕掛品 4,160 160

原材料及び貯蔵品 51,956 49,230

未収入金 29,782 32,161

繰延税金資産 40,375 57,681

その他 1,722 5,483

流動資産合計 1,714,880 1,813,190

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 374,182 367,141

機械装置及び運搬具（純額） 134,178 127,308

土地 446,096 446,096

建設仮勘定 24,624 25,387

その他（純額） 7,735 7,836

有形固定資産合計 986,816 973,770

無形固定資産 1,237 1,208

投資その他の資産   

投資有価証券 753,031 773,773

その他 48,777 41,672

貸倒引当金 △7,617 △7,617

投資その他の資産合計 794,191 807,828

固定資産合計 1,782,245 1,782,807

資産合計 3,497,126 3,595,998
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 134,065 148,206

1年内返済予定の長期借入金 159,800 161,600

未払法人税等 55,982 30,404

未払事業所税 7,400 1,761

賞与引当金 60,274 101,787

その他 122,287 141,618

流動負債合計 539,809 585,378

固定負債   

長期借入金 157,200 186,400

繰延税金負債 163,055 169,508

役員退職慰労引当金 143,643 137,504

退職給付に係る負債 119,806 118,163

資産除去債務 28,772 28,776

固定負債合計 612,477 640,352

負債合計 1,152,287 1,225,730

純資産の部   

株主資本   

資本金 107,100 107,100

資本剰余金 582 582

利益剰余金 1,741,434 1,748,580

自己株式 △8,473 △8,473

株主資本合計 1,840,643 1,847,789

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 432,238 448,442

その他の包括利益累計額合計 432,238 448,442

非支配株主持分 71,957 74,035

純資産合計 2,344,838 2,370,267

負債純資産合計 3,497,126 3,595,998
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 618,830 664,501

売上原価 455,628 518,817

売上総利益 163,202 145,683

販売費及び一般管理費 109,413 107,766

営業利益 53,788 37,916

営業外収益   

受取利息 20 7

受取配当金 8,211 8,097

受取賃貸料 2,326 2,260

その他 1,364 1,138

営業外収益合計 11,923 11,504

営業外費用   

支払利息 876 930

賃貸費用 1,558 1,447

その他 413 －

営業外費用合計 2,849 2,378

経常利益 62,862 47,042

税金等調整前四半期純利益 62,862 47,042

法人税、住民税及び事業税 38,258 30,389

法人税等調整額 △17,377 △14,798

法人税等合計 20,881 15,591

四半期純利益 41,981 31,451

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,902 3,127

親会社株主に帰属する四半期純利益 38,079 28,324
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純利益 41,981 31,451

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 13,595 16,204

その他の包括利益合計 13,595 16,204

四半期包括利益 55,577 47,655

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 51,675 44,528

非支配株主に係る四半期包括利益 3,902 3,127
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 62,862 47,042

減価償却費 18,013 18,008

賞与引当金の増減額（△は減少） 37,900 41,513

貸倒引当金の増減額（△は減少） △35 37

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,091 △6,138

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △3,105 △1,643

受取利息及び受取配当金 △8,232 △8,106

支払利息 876 930

売上債権の増減額（△は増加） 59,793 △59,810

たな卸資産の増減額（△は増加） △107,182 △27,089

未収入金の増減額（△は増加） 3,920 △2,379

仕入債務の増減額（△は減少） △15,668 14,141

未払金の増減額（△は減少） － 9,000

未払消費税等の増減額（△は減少） △31,749 8,579

その他 △14,985 △13,438

小計 5,499 20,645

利息及び配当金の受取額 8,226 8,106

利息の支払額 △923 △946

法人税等の支払額 △27,048 △55,968

営業活動によるキャッシュ・フロー △14,247 △28,162

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △100,759 △80,258

定期預金の払戻による収入 109,004 62,759

有形固定資産の取得による支出 △24,147 △4,107

投資有価証券の取得による支出 △586 △592

その他の収入 1,377 7,104

投資活動によるキャッシュ・フロー △15,111 △15,094

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 100,000 80,000

長期借入金の返済による支出 △46,600 △49,000

配当金の支払額 △16,581 △16,192

非支配株主への配当金の支払額 △525 △1,048

その他の支出 △4,640 △4,565

財務活動によるキャッシュ・フロー 31,652 9,192

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,294 △34,064

現金及び現金同等物の期首残高 251,931 193,094

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 254,226 ※ 159,030
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額はありません。

 

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　１　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）

当第１四半期連結会計期間

（平成28年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 191,332千円 165,428千円

 

※２　資産の額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）

当第１四半期連結会計期間

（平成28年６月30日）

受取手形及び売掛金（純額） 912千円 949千円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

　現金及び預金勘定 364,390千円 267,534千円

　預入期間が３ヶ月を超える定期預金等 △135,891 △117,236

　有価証券勘定 25,728 8,732

　現金及び現金同等物 254,226 159,030
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 21,178 10.00 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 21,177 10.00 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自

平成28年４月１日　至平成28年６月30日）

当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

 

（金融商品関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成28年６月30日）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

 

 

（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成28年６月30日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

 

 

（デリバティブ取引関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成28年６月30日）

　当社グループはデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

 

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 17円98銭 13円37銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 38,079 28,324

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
38,079 28,324

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,117 2,117

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成28年８月９日

 

不　二　硝　子　株　式　会　社
 

取　　締　　役　　会　　御中  

 

 有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ  

 

 
指定有限責任社員

 
業務執行社員

 公認会計士 伊 集 院　　　邦　　光　㊞

 

 
指定有限責任社員

 
業務執行社員

 公認会計士 杉　　本　　　健 太 郎　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられて
いる不二硝子株式会社の平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日までの連結会計年度の第１四半
期連結会計期間（平成２８年４月１日から平成２８年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間
（平成２８年４月１日から平成２８年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期
連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー
計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、不二硝子株式会社及び連結子会社
の平成２８年６月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成
績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点におい
て認められなかった。
 

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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